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I. 結  論

稔
*

歯に強く支持を求め床部と支台歯とが一体となつてい

る遊離端義歯に関して,その優れた補綴効果は一般に認

められているものの支台歯に対する強い支持,負荷と支

台歯の支持能力との関係については必ずしも明らかにさ

れていない この問題について,従来箋つかの研究が行
われl,υ ,こ うした遊離端義歯が成立するための条件とし

て,1遊離端欠損部の近遠心的長さが大きいこと,2顎
堤の被圧縮性が小さいこと,3欠損部顎堤の形状が良好
なこと,4支台歯が健康であること,が一般に挙げられ
ている。 しかし,こ れは実際の義歯について検討された
ものではなく,その当否については不明の点が多く残さ

れている たとえば Kケberらのは先の4つの条件のう
ち特に欠損部の長さを重視しているが,実際には欠損部

が必ずしも十分に長くない大日歯 2歯欠損などの症例で

もこの型の義歯が成立する場合が少なくない。

著者らはさきに歯に強く支持を求めた遊離端義歯の支

台歯の負荷を調べるため, 5症例 8支台歯について水平
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図 ra,b 測定に用いた実験床の 1例を示す
aは床遠心部約 1/2の 肖1除前の, bは 肖J除後の外形を
示す なお,支台歯部には歯の変位測定用のターゲッ
ト̀り み`られる
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表 1 被験者,支台歯の部位,欠損部位とその近遠.さ的長さ
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面内での 2次元的な歯の動揺を観察,検討し,適応症を

選べばこの種の義歯の使用が可能であるとの結論に達し

た61

そこでさらに欠損部の長さ,つまり使用しうる床面積

の大きさと支台歯の負荷との関係について検討すること

にした

H. 方  法

測定装置,測定方法についてはすでに第 1報に述べた

通りである"

1 被験者および実験義歯
表 1に被験者,支台歯.欠損部位とその顎堤頂部にお

ける近遠心的長さを示した すなわち,30 mm以上の4
症例 6例を対象として支台歯の負荷の程度を床の遠心部

約 1/2の 削除前後において観察,比較した (図 la,b,

表 1)

2 支台歯の負荷の観察法
支台歯の負荷の大小は支台歯の動揺により推定した

動揺は主に支台歯の近遠心的な変位量とし,床遠心部約

1/2削除前と削除後で嵌合位付近において 2秒程度の咬

みしめを命し,こ の時の支台歯の動揺の変位量を咬合カ

と同時に X―Yレ コーダーに記録した 咬合力計の設定

部位は図 2に示した

3 床面積の測定
初めの床面積に対して床遠心部を自1除 したものの床面

積を比較するためそれぞれについて粋量法
6,つ によ り床

回 2 Kl,K=は それぞれ床遠
心部約 1/2の 自1除前後の

咬合力計の設定部位とこ

れによる荷重部位を示

す 支台歯の動機は近遠
心的な変位量を測定する

面積の測定を行つた すなわち,最初の床外形が記入 さ

れている模型に床遠心部約 1/2肖 1除後の短縮した実験床

を戻して床外形を描記し,削除前後の外形を決定した

次いでX線デンタルフィル ム用鉛 箔 (lllll mn12′ 80± 10

mg)を各々の床の範囲に圧接したのち,こ の箔の重さを

感量 l mgの 卜m天粋で測定し,計算によりそれぞれの

面積を求めた

IH. 結  果

1 床に加わる咬合力と支台歯の動幅との関係

床を短縮する前後で支台歯は種々な動揺を示したが ,

その近遠心的な動揺の方向が変化する支台歯群 1と 短縮

による変化はなく遠心方向にのみ動揺する支台歯群 2と
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に分けられた 1群には症例 B「,CF2,Dヨ が,また 2
群には症例 AF,B¬,DFが含まれた ここでは典型的
な例について述べる

1)1群の例.症例 B,支台歯「3,4567欠 損
初めの場合,支台歯は近心へ最大 55″m変位し,こ
の時の咬合力による床へのカロ重は 1 6kgで あった 次
に床を短縮した後では支台歯は遠心へ最大 34″m変位
し,その時の咬合力は 1 35 kgであった 同一の咬合力
1 0kgで比較すると,床が長い場合には近心へ 50 μm,

短縮した場合には遠心へ 30脚nそれぞれ変位し,いず
れの場合もこの支台歯の有する各方向の変位能の範囲内

であつた (図 3a,b,c)

2)2群 の例,症例 D,支台歯F,7了丁7欠損
初めの場合,支台歯は遠心へ最大 86″m変位し, こ

図 3 症例B,支台歯IT,F=τ7欠損
実験床の違心部約 1/2を浄l除する前後における支台歯の近遠心的な変位量 (縦軸)と 床への加重量 〈検軸〉との関係a 床削除前の状態,支台歯の動揺は近心方向へ最大 55″m変位している b ttrll除 後の状態,支台歯の動揺は
遠心方向へ最大 34″m変位している c a,bを 模式的に表現
床印l除前後で動機の方向が逆転する

支台出の変位能限界
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の時の咬合力にょる床への加重は 1 5kgで あった 次
に床を短縮した後では支台歯は遠,きへ最大 130″m変位
し,咬合力は 2 2kgであった 同一の咬合力 1 5kgで
比較すると,床が長い場合には遠心へ 86″m変位する
のに対し,床が短縮された場合には遠心へ 92″m変 位
し,こ の支台歯の遠心方向の変位能の限界にはぼ達した
(図 4a,b,c)

2 床の長さと支台歯の動揺との関係
個々の症例の結果を支台歯の変位能との関係からみる

と,症例 A3,B¬ ,BF,D¬ では床の長さに拘らず支
台歯の動揺は各変位能の範囲内に収まった 一方,症例
C「 では床が短縮された場合には明らかに変位能の限界
を越えた また症例 到丁で,床が短縮された場合にもこ

---s 14 pmI, K
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の限界に迫る値を示した (表 2)

3 床面積の値
粋量法にょり初めの実験床の床面積を測定したところ

症例Aか らDで,最小 562 5 nlll12,最 大 787 5 mm2,平

均 636 5 mm2± 7561-2で ぁった 床の遠心部約 1′2

を削除すると床面積は最小 1875m“,最大 375 mln2,

平均 290 6 mn12± 639mゴ となつた

すなわち,初めの実験床の面積を 1∞ とすると,床遠

心約 1′2の肖1除では A「 例が283%と かなり床面積を

減したが,他は40%台であつた (表 3)

nF., D It
_→ 130μ m

IV.考 案

歯に強く支持を求めた遊離端義歯で床部に咬合力が加

わると支台歯は水平面内で種々の方向に動揺するが,そ

の程度はそれぞれの支台歯が有する変位能の範囲内に収

まる場合が少なくないことはすでに報告した
。

欠損部に設けられる床の長さを減少させると支台歯の

動揺の主方向が逆転 したり,支台歯の動揺量がその歯の

変位能の限界を越えてしまう場合のあることが今回明ら

かにされた

症例のうち 川3,B¬,]3,D司 では床遠心約 172の

肖1除により床面積が 283%か ら48%に減しても支台歯

の動揺は変位能の範囲に収まることが示された

回 4 症t71D,支台歯 |', 4567欠損

実験床の遠心部約 1/2を 削除する前後における支台歯の近遠心的な変位量 (縦軸)と 床への加重量 (横軸)との関係

a 床削除前の状態,支台歯の動揺は遠心方向へ最大 86″m変位している b 床削除後の状態,支台歯の動揺 lt
違,い方向へ最大 130″m変位している c a,bを 模式的に表現
床肖1除前後で動襦の方向に変化はない
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表 2 A～ D.各症例における床遠心部約 1/2自 1除前後での支台歯の近遠心的な動揺の変位量の割合を示す
Lは肖J除前の実験床の場合, Sは 自1除後の実験床の場合を示す

支台出の変17能限摯
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一方,症例 σ ,コ3では床遠心約 1′2の削除にょり
床面積が46%に減じると,qァ では支台歯の動揺は変位
能の限界を大きく越えて 164%に , また コτ では98%
にまで達することが示された そこで各支台歯および欠
損部額堤について臨床的な状態を調べてみると,qフ を
除き各支台歯の骨植状態は良好ではぼ mOの状態にあり,
また欠損部顎堤の被圧縮性については コ3を 除ききわ
めて小さかった 症例 qァでは支台歯の臨床的な動揺度
は mlで骨植状態は他の症例に比して不良であった ま
たこの症例では欠損部の顎堤は長い割には被圧縮性が比

較的大であり,顎堤の形態も良好でない部分が認められ
た 一方,症例 DFでは支台歯の状態は m。 でぁるが,
欠損部顎堤の被圧縮性がやや大きかった

以上より今回の結果を検討してみると,床の長さが大

きい場合には全症例で支台歯の動揺はその変位能の範囲

内に収まるが,床の長さが半減すると支台歯の骨植不良
な例や欠損部の被圧縮性の大きい症例では変位能の限界
に迫るか,あるいはこれを大きく越える結果となり,特
に後者の影響が大きいようである このことは歯に強く
支持を求める遊離端義歯の適応条件の上で,欠損部顎堤
の被圧縮性が小さいことがかなり重要なことを示唆する

ものと考えられる そこで, この条件が満たされる場合
には床の長さが J3,B¬,コ3,D¬ の床遠心部約 1/2
削除後の長さ (平均 169± 35mm)以上あれば支台
歯の負荷はそれほど大きくならないことになる.つ ま
り,支台歯と顎堤の条件が良好であれば大臼歯 2歯程度
の欠損でも歯に強く支持を求めた遊離端義歯が成立しぅ
るといえる
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表 3 床肖1除前後の床長さ,床面積,およびこれらの平均値 SD,床削除後の面積の割合を示す

症例

■台歯   欠ユt割 : ,マ さmm 面積mm!

AF.4567 40 0 662 5 1875

B¬ ,765 625 0

BF,4567 6125

CF 134567 787 5

DF,4567 662 5 375 0

D¬ ,76541 568 8 262 5

11サ :,, SD 367± 35 636 5  75 6 17 8132 290 6+639 432■ 63

V. 結  論

歯に強く支持を求めた遊離端義歯の欠損部床の長さが

支台歯の負荷に及ぼす影響を調べるため,実験義歯を用

いて支台歯の負荷を支台歯の動揺量として測定し,以下

の結論を得た

1 床の長さを半減する前後で支台歯の動揺の方向が

逆転する症例としない症例とが認められた

2. 床の長さを半減すると顎堤の被圧縮性 の大 き。ヽ

例,さ らには支台歯の骨植の不良な例においては支台歯

の負荷は支台歯の変位能限界に迫り,さ らには大きく越

える場合が認められた

3 欠損部顎堤の被圧縮性の小さな4症例では床の半
減によっても支台歯の負荷はその変位能の範囲内に十分

収まり,その時の床の長さは平均約 17 mmを示した
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